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専 門 科 目（午 後）    ２０ 大修 

  土木工学（水理１） 時間 １３：３０～１６：３０ 

  
, ,x y z からなる 3 次元空間中に無限に広がる流体について考える。時刻 t 、位置

( ), ,x y z における流体の密度及び圧力が ( ), , ,t x y zρ 、 ( ), , ,p t x y z で表され、 , ,x y z方向の

流速はそれぞれ ( ), , ,u t x y z 、 ( ), , ,v t x y z 、 ( ), , ,w t x y z で表されるとする。以下の問いに

答えよ。 

 

（１）図-１に示すように、流れ場中の位置 ( ), ,x y z に中心を固定された一辺が

, ,x y zδ δ δ の微小直方体を考える。微小直方体に含まれる質量の微小時間 tδ 間

における変化を考え、密度 ( ), , ,t x y zρ の時間変化を表す微分方程式が式 ( )i の

ように与えられることを示しなさい。 

（２）流体が非粘性で圧力以外の応力と外力が作用していないとき、 x 方向の流速

( ), , ,u t x y z  は式 ( )ii を満たす。密度 ( ), , ,t x y zρ が時間及び空間的に一定値 0ρ
で与えられ、流れ場は定常であり渦無しの流れであるとする。この時、式 ( )iii
が成り立つことを式 ( )ii から示しなさい。ただし、 2 2 2 2q u v w= + + とする。
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